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県防災・危機管理課　☎０２９（３０１）２８８５

地震・豪雨災害などに
備えましょう ！

コミュニティいばらき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2～3

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
　
　
　
　
　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、平

成
27
年
９
月
関
東・東
北
豪
雨
か
ら
も
間
も

な
く
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。ま

た
、今
年
４
月
に
は
熊
本
県
を
中
心
に
大
き

な
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、近
年
、甚
大
な

被
害
が
生
じ
る
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

県
で
は
、河
川
な
ど
の
堤
防
の
か
さ
上
げ

や
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
な
ど
、災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、自
主

防
災
組
織
の
結
成
促
進
や
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
な
ど
、地
域
防
災
力
の
強
化
を
図

り
、引
き
続
き
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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「KENPOKU ART 2016
茨城県北芸術祭」いよいよ
9月17日（土）からスタート !!
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P8

茨城県知事
橋本　昌

茨城県動物愛護月間
　　　　　　　　ほか

いばらきクローズアップ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4～5自主防災組織のバケツリレーの様子自主防災組織のバケツリレーの様子

国立研究開発法人防災科学技術研究所「大型降雨実験施設」での豪雨体験（平成28年8月3日実施）の様子国立研究開発法人防災科学技術研究所「大型降雨実験施設」での豪雨体験（平成28年8月3日実施）の様子

第65回利根川水系連合・総合水防演習
（平成28年5月21日実施）の様子
第65回利根川水系連合・総合水防演習
（平成28年5月21日実施）の様子



いばらき女性特派員
梅原 亜希子
【プロフィール】
取手市在住
趣味：読書、料理

ノズルからの散水の様子 五重塔模型の振動実験

地震の揺れを体験する梅原特派員臼田裕一郎さん

大
型
耐
震
実
験
施
設
（
見
学
）

　

ビ
ル
や
住
宅
、
橋
、
堤
防
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
実
物
ま
た

は
大
型
模
型
に
さ
ま
ざ
ま
な
振
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

実
験
施
設
で
す
。
五
重

塔
や
石
油
タ
ン
ク
の
模
型

を
用
い
た
共
同
研
究
が
行

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
揺
れ
へ
の
反
応
や
壊

れ
方
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ

を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
震
対
策
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
型
降
雨
実
験
施
設
（
見
学
）

　

世
界
最
大
級
の
降
雨
実
験
施
設
で
、
建
物
内
に
１
時
間
あ

た
り
15
〜
3
0
0
ミ
リ
の
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
土

砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
や
洪
水
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
べ

て
い
ま
す
。
大
粒
の
雨
、
霧
雨
、
集
中
豪
雨
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
雨
の
降
り
方
を
再
現

で
き
る
よ
う
、
天
井
い
っ

ぱ
い
に
ノ
ズ
ル
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
す
ご
い
所

は
、
建
屋
（
全
長
76
メ
ー

ト
ル
）
が
可
動
式
で
あ
る

こ
と
。
最
大
分
速
１
メ
ー

ト
ル
で
、
最
長
3
７
５

メ
ー
ト
ル
の
実
験
区
画
を

移
動
し
、
小
高
い
丘
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
空
き
地
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
実
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
２
回
開
催
さ
れ
る
豪
雨
体
験
で
は
、
１
時
間
３
０
０
ミ

リ
の
雨
が
体
験
で
き
ま
す
。

地
震
ザ
ブ
ト
ン
（
体
験
）

　

ベ
ル
ト
付
き
の
シ
ー
ト
に

座
り
、
室
内
の
映
像
と
連

動
し
た
横
揺
れ
（
過
去
に

起
き
た
地
震
の
揺
れ
を
再

現
）
を
体
験
で
き
ま
す
。

横
揺
れ
に
よ
る
シ
ー
ト
の
移

動
は
、
２
・
５
メ
ー
ト
ル
四

方
に
も
及
び
ま
す
。今
回
は
、

東
海
地
震
を
想
定
し
た
高

層
階
に
お
け
る
揺
れ
を
体

験
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
振
り
回
さ
れ
る
横
揺
れ

が
続
き
、
全
く
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

宅
の
家
具
の
配
置
や
転
倒
対
策
な
ど
を
考
え
直
す
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
を
取
り
巻
く
自

然
環
境
は
こ
れ
か
ら
厳
し
く

な
る
の
か
」「
近
い
う
ち
に

大
き
な
地
震
が
起
こ
る
の

か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
に
お
伝
え
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
観
測
し
て
き
た
事
象
の

９月１日は「防災の日」。これは大正12年９月１日に発生した関東大震災にちなんだものです。
地震や津波、集中豪雨、竜巻などの自然災害は、いつどこで起こるかわかりません。
いざというときに落ち着いて行動し、自分の身は自分で守れるよう、
防災の日を機に考えてみましょう。
今回は、「災害に強い社会の実現」を目指し、地震をはじめ
気象災害・土砂災害など、防災に関する総合的な研究をしている
「国立研究開発法人防災科学技術研究所」を取材しました。

県防災・危機管理課　☎０２９（３０１）２８８５　　「茨城 防災」で検索

研
究
所
内
を
見
学
・
体
験
し
ま
し
た

総
合
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
臼
田
裕
一
郎
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

県
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

提供：防災科学技術研究所
/NPO木の建築フォラム/宮崎忠仍棟梁
提供：防災科学技術研究所
/NPO木の建築フォラム/宮崎忠仍棟梁

う
す

だ
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　　 　　　   などに
備えましょう ！
・



分
析
に
基
づ
く
デ
ー
タ
や
予
測
だ
け
で
す
。

　

ど
ん
な
に
科
学
が
進
歩
し
て
も
、〝
自
分
が
い
つ
・
ど
こ
で

被
災
す
る
か
〞を
完
全
に
予
想
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
、「
皆
さ
ん
自
身
が
災
害
に
対
し
て
強
く
な
る
こ

と
」
が
大
切
で
す
。
自
分
自
身
に
災
害
へ
の
備
え
が
あ
れ
ば
、

万
が
一
被
災
し
て
も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
然
災
害
の
起
こ
り
や
す
さ
と
、
自
分
自
身
へ
の

被
害
の
大
き
さ
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
の
で
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
を
む
や
み
に
恐
れ
ず
、
想

像
力
を
働
か
せ
て
防
災
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
被
災
し
た
場
合
の
自
分
の
行
動
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

勤
務
中
や
外
出
中
、
就
寝
中
な
ど
、
災
害
発
生
の
時
間
帯

や
建
物
の
構
造
、
家
族
の
状
況
で
対
応
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

被
災
し
た
場
合
を
想
定
し
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
際

の
家
族
の
安
否
確
認
の
方
法
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
自
宅
や
職
場
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
土
地
か
を
把
握

し
ま
し
ょ
う

　

各
市
町
村
が
発
行
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
昔
、
川
だ
っ
た
地
域
は
水
害
が
発

生
す
る
確
率
が
他
の
地
域
に
比
べ
て
高
い
」
な
ど
、
各
地
域

に
則
し
た
対
策
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
避
難
訓
練
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
会
や
学
校
な
ど
の
避
難
訓
練
は
、
地
震
や
火
災
だ
け

で
な
く
、
水
害
・
竜
巻
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し

て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
用
品
を
備
え
ま
し
ょ
う

　

非
常
持
ち
出
し
袋
は
大
切
で
す
が
、
し

ま
い
込
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
に
使
え
る
よ
う
、

定
期
的
に
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
年
に
数
回
、
非
常
時
を
想
定

し
て
非
常
用
品
を
使
っ
て
み
る
と
、
い
ざ
と
い

う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
賞
味
期
限
が
長
め
の
食
品
を
非
常
食

と
し
て
ス
ト
ッ
ク
し
、
食
べ
た
ら
買
い
足
す
と
い
う
こ
と
を

習
慣
に
す
る
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
は
、
災
害
に
関
す
る
膨
大
な
過
去

の
デ
ー
タ
解
析
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
収
集
、
そ
れ
ら
に

基
づ
く
実
験
、
予
測
、
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
、
多
岐
に
渡
る

内
容
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
社
会
が
災
害
に
負
け
ず

に
成
り
立
っ
て
い
る
陰
に
は
、
研
究
者
の
方
々
の
不
断
の
努

力
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
今
回
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
『
自
分
た
ち
が
災
害
に
対
し
て
強
く
な
れ
ば
被
害
は
最
小

限
に
と
ど
め
ら
れ
る
』
と
い
う
臼
田
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
科
学
が
進
歩

し
て
も
、
防
災
は
、
最
終
的
に
自
分
で
ど
う
す
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
の
だ
と
の
思
い
を
新
た
に
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
20
人
以
上
60
人
以
下
の
団
体
で
あ
れ
ば
研
究

所
の
施
設
を
見
学
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
、
ご
自
身

の
防
災
意
識
を
高
め
て
み
ま
せ
ん
か
。（
梅
原　

亜
希
子
） 

非常食（最低3日分を用意）
□ 水（1人1日３リットルが目安）
□ レトルト食品や
　 インスタント食品
□ 缶詰
□ ビスケットやチョコレートなど

救急セット
□ 包帯
□ ハサミ
□ ガーゼ
□ ばんそうこう
□ 持病の薬
□ 三角巾

衣類など
□ 着替え
□ 軍手
□ 靴下
□ 雨具
□ タオル・石けん

その他
□ 現金・通帳・印鑑
□ 懐中電灯
□ 予備電池
□ マッチ・ライター
□ 卓上用カセットコンロ
□ 携帯ラジオ
□ 防災ずきん
□ ミルク・おむつ・生理用品
□ 簡易トイレ
□ 携帯電話・スマートフォンの
　 予備バッテリー
※自動車などの燃料は余裕をもって給油しましょう ！

取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

自分に必要なものを事前に
リュックなどに入れておきましょう ！
定期的に確認を ！

非常用品
チェックリスト
非常用品
チェックリスト

国立研究開発法人防災科学技術研究所
つくば市天王台３-１
☎０２９（８６３）７７９２

●団体見学のお問い合わせは…

〜
防
災
対
策
〜 

自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
た
め
に
は

生活用水も
十分に確保

ガスボンベも
用意

懐中電灯は
家族１人に１個用意
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9
月
は
茨
城
県
動
物
愛
護
月
間
で
す

本
県
で
は
、動
物
愛
護
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る「
動
物
愛
護
週
間
」の
期
間
を
拡
大
し
、

９
月
を「
動
物
愛
護
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

動
物
愛
護
の
基
本
は
、最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
正
し
く
飼
う
こ
と
で
す
。人
と
動
物
が
と
も
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●犬の放し飼いは危険です。特に子ど
もやお年寄りへのかみつき事故は、
命に関わる重大事故になりかねま
せん。
●放し飼いにより、飼い主のいない犬
や猫が産まれてしまいます。

ペットに迎える動物の習性や飼い方、寿命や成
長後の大きさなどの情報収集をしていますか？
ペットの餌代、ワクチン代、医療費、その他用品代
などの必要な費用を、生涯にわたり支払えますか？
毎日欠かさず、ペットの世話に時間と手間を
かけられますか？
あなたの体力で世話ができますか？
将来、ペットの介護が必要となることも含め、
飼うことに家族全員が賛成していますか？
家族の中に、動物に対するアレルギーを持つ
人はいませんか？
ペットを飼うことができる住宅ですか？
引っ越しや進学、就職、結婚などにより、ペッ
トを手放すことはないですか？
万が一、飼えなくなった時のことを考えていますか？

●県動物指導センターでの犬の譲渡会のほか、ボランティアの方々などの協力による
譲渡活動により、平成27年度は合計1,106頭の犬猫を譲渡しました。

平成２８年度茨城県動物
愛護月間ポスター

動物愛護や適正飼養に関する活動

動物愛護パネル展示
9月15日(木)～19日(月)
県立図書館（水戸市三の丸1-5-38）
動物愛護写真展（ギャラリー）

譲渡活動 

放し飼い厳禁 !

〈動物愛護月間中の主な活動のお知らせ〉

●ペットを捨てるのは犯罪です。
　（法※第44条3「100万円以下の罰金」）
●去勢・不妊手術などの繁殖制限は飼
い主の責任です。（法※第37条「繁殖制限」）
●命をみとるまで飼えるか、良く考え
ましょう。（法※第7条4「終生飼養」）

※「動物の愛護及び管理に関する法律」で規定されて
います。

捨てず 増やさず 飼うなら一生 ！

ペットを飼い始める前にペットを飼い始める前に

※迷子になった犬や猫は、一定の期間保護しています。お探しの方は、すぐにセンターまでご連絡ください。

※その他の地域でも、今後さまざまな活動を行う予定です。

□ 

□ 

□ 

□ 
□ 

□ 

□ 
□ 

□ 

県の主な取り組み

期　日
場　所
内　容

動物愛護フェア
9月24日（土）
神栖中央公園（神栖市木崎1203-9）
犬のしつけ方教室、動物なんでも相談、
動物愛護ぬり絵 など

期　日
場　所
内　容

※１つでもチェックが付かない場合は、考え直してみましょう。

チェック!!

県動物指導センター　☎０２９６（７２）１２００　　「茨城県 動物」で検索
「迷い犬猫情報」は

こちら

〈動物愛護フェア〉
動物愛護や適正飼養
への理解と関心を深
めるため、毎年動物愛
護月間中に実施して
います。

〈子どもへの
  読み聞かせ〉
命の大切さを伝える
ため、子どもたちに動
物愛護に関する絵本
の読み聞かせを行っ
ています。

〈啓発パネル展示〉
犬猫の収容状況や正
しい飼い方などに関
する啓発パネル展を
実施しています。

〈動物ふれあい
  教室〉
小学生などを対象に
動物を飼うことの自覚
と責任の重さを伝える
ため、動物ふれあい教
室を実施しています。

※動物愛護推進員の協力のもと、県内各地でさまざまな活動を実施しています。
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県警察本部 交通総務課　☎０２９（３０１）０１１０

私
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る「
下
水
道
」

県内108カ所を「モデル横断歩道」に指定して、広報啓発活動や交通指導取り
締まりなどの街頭活動を行い、ドライバーに対する「横断歩行者の優先・保護」
意識の高揚を図っています。

●横断歩道は歩行者を優先し、歩行者がいる時は必ず停止しましょう !
●夕暮れ時・夜間は早めにライトを点灯し、上向きライトを活用しましょう ! 

下水道は、台所やトイレなどから
の生活排水を処理し、川や湖など
に放流しています。下水道に接続
せず生活排水をそのまま流すと、
悪臭や害虫が発生し、また、川や
湖が汚れる原因となります。お住
まいの地域に下水道が整備されま
したら、速やかに下水道への接続
をお願いします。
接続工事については、お住まいの
市町村の下水道担当課までお問い
合わせください。

快適で清潔な下水道へ接続しましょう ！

歩行者に優しい運転を ！歩行者に優しい運転を ！

県内の交通死亡者の内訳（平成27年）

モデル横断歩道の設置

歩行者 53人
（38%）

横断中 39人
（28%）

その他 14人
（10%）

自転車 22人（16%）二輪車 17人
（12%）

四輪車 48人
（34%）

四輪車 48人
（34%）

※立春からおよそ220日目にあたり、台風が襲来する可能性が高く、大雨に備える必要がある日です。
「雨水の排除」も下水道の重要な役割の一つであることから、9月10日が「下水道の日」と定められ
ました。

私たちは
「いばらき 水の天使」です。

下水道への接続を
お願いします ！

歩
行
者
に
優
し
い
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

死者
140人

県下水道課　☎０２９（３０１）４６７４　　「茨城県 下水道」で検索

県
内
で
は
、歩
行
者
、特
に
高
齢
者
が
道
路
横
断
中
に
車
に

は
ね
ら
れ
て
死
亡
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は「
歩
行
者
の
保
護
」
を
意
識
し
て
運

転
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、歩
行
者
の
方
は
、ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し「
手
を
挙
げ
る
」
な
ど
横
断
す
る
意
思
表
示
を
し

て
、車
が
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

●下水道への接続工事は、市町村ごとに決められている排水設備指定工事店しかで
きません。
●接続補助制度を設けている市町村があります。

下水道に欠かせないマンホール蓋を展示しています。
９月10日は「下水道の日※」、9月8日か
ら14日は「平成28年度茨城県下水道促
進週間」です。これに合わせ、県内の多
彩なデザインのマンホール蓋を9月1日
（木）から１４日（水）まで、県庁舎2階県
政広報コーナーおよび1階中庭に展示
しています。ぜひ、ご覧ください。

接続ます 接続ます
汚水管

下水道管
公共下水道（市町村が設置・管理する部分）排水設備（個人が設置・管理する部分）

接続ます 公共ます

マ
ン
ホ
ー
ル

5 ひばり 2016.  9



案 内

地域の課題などについて、橋本昌知事と
意見交換をしてみませんか。
土浦会場▶10月4日（火）10時～12時
　　　　　県南生涯学習センター
坂東会場▶10月4日（火）14時～16時　
　　　　　猿島公民館（上履き持参）
※11月に開催するひたちなか会場およ
び鹿嶋会場については、次号（10月
号）でご案内します。

対象▶18歳以上の方
申込方法▶希望会場、住所、氏名、年齢、

性別、職業、電話番号を明記
のうえ、県ホームページ、郵送
またはFAXで下記まで。

締め切り▶9月12日（月）
宛先：茨城県広報広聴課 知事と語ろう
「明日の茨城」係
〒310-8555 水戸市笠原町978-6
☎029（301）2140　6029（301）2169

９月は「茨城県 認知症を知る月間」です
認知症は、脳の機能低下による「もの忘れ」
や「判断力の低下」など、誰にでも起こり得
る脳の病気です。「同じことを何度も言った
り、聞いたりするようになった」「物の名前が
出てこなくなった」などが、認知症を知らせ
るサインです。
「認知症かも？」と思ったら、病院や各市町村
の地域包括支援センターにご相談ください。

ふるさと納税のお願い
県では、「大好きいばらき応援寄附金」
（ふるさと納税）を受け付けています。
ふるさと納税をすると、一定限度まで所
得税と個人住民税の軽減を受けること
ができます。また、５千円以上の場合に
は、県内７施設で使える共通招待券など
をプレゼントします ！

県長寿福祉課　☎029(301)3332
「認知症を知るページ 茨城県」で検索

県立笠間陶芸大学校　☎0296（72）0316
「茨城県立笠間陶芸大学校」で検索募 集

知事と語ろう「明日の茨城」

第一線で活躍する
陶芸作家（佐藤雅
之、五味謙二）が指
導にあたり、現代陶
芸をリードする人
材を育成します。
オープンキャンパス▶１０月8日（土）
入学試験▶
前期日程（陶芸学科）：11月19日（土）
後期日程（陶芸学科・研究科）：
　　　　  　 平成29年2月25日（土）

県立笠間陶芸大学校が学生を募集 ！

県観光物産課フィルムコミッション推進室
☎０２９（３０１）２５２８

「いばらきフィルムコミッション」で検索

募集期間▶平成29年1月31日（火）まで
賞金▶大賞1点：100万円
応募条件▶県内で撮影したシーンが半分

以上の映像作品（25分以内）

茨城の魅力を映像で伝えませんか？
第４回ショートフィルム大賞作品募集

　県税務課　☎029(301)2418

「いばらき県北 外あそびフェス
～Outdoor by Outdoor～」開催

県県北振興課　☎029(301)2725
「いばらき アウトドア」で検索

家族でアウトドアを楽
しむイベントです。ボ
ルダリング、スラック
ラインなどの体験や
アウトドア用品・ご当
地グルメの販売など
盛りだくさん ！ また、
カヌー、ラフティング、トレッキング、釣り
なども体験できます。ガイド付きなので、
子どもでも初心者でも安心です。
期間▶10月1日(土)・2日(日)10時～16時
会場▶パークアルカディア（常陸大宮市）ほか６会場

催し物
茨城国体・全国障害者スポーツ大会
開催決定イベント開催

国体・障害者スポーツ大会局総務企画課
☎０２９（３０１）５４０４
「茨城国体」で検索

平成31年の本県開催が決定した両大会
のＰＲイベントを「みとオータムフェス
ティバル」と同時開催します。
期間▶9月17日(土)～19日(月)
※18日（日）13時から記念セレモニー
会場▶ケーズデンキスタジアム水戸
内容▶競技紹介・体験、イメージソング・

ダンス披露（本県出身ゲストが出
演予定）、会場地市町村のPRなど

第３回いばらき
ショートフィルム
大賞作品
「海ガメの約束」

昨年度の様子昨年度の様子

6

問い合わせ先

ホームページ

申し込み先

データいばらき 7月１日現在 ●総人口2,909,072人 ［前月比124人減］ （男性1,449,809人 女性1,459,263人） ●世帯数1,133,958世帯 ［前月比903世帯増加］ 



テクノロジーを用いたアートを発表するウルトラテクノロジスト集団が、
岡倉天心の追求した東洋の美に現代の視点から挑みます。

パスポートをお持ちでない方は、個別鑑賞券（一般：1,000円、学生・高齢者
（※）：700円）で入館できます。
（※）学生…高校生・大学生、専門学校生など  高齢者…65歳以上の方
※中学生以下・障害者手帳などをお持ちの方は無料
北茨城市大津町椿2083　☎0293（46）5311　60293（46）5711
■開館時間／9時～17時（入館は16時30分まで）※9月17日は12時30分開館

7 広告の内容については、それぞれの広告掲載者にお問い合わせください。広告掲載のお申し込みは、株式会社ホープ（☎092（716）1401）まで。

県立歴史館

〈入館料〉一般150円、大学生80円、高校生以下無料

水戸市緑町2-1-15　☎029（225）4425　6029（228）4277

テーマ展Ⅲ
「千波湖の歴史と自然 － みんな、いのちはつながっている －」
９月25日（日）まで

県陶芸美術館

〈入館料〉一般310円、高・大生260円 、小・中生150円
笠間市笠間2345（笠間芸術の森公園内）　☎0296（70）0011　6０２９６（７０）０012

〈入館料〉一般720円、高・大生510円 、小・中生260円
※企画展チケットでコレクション展「新収蔵品展」も観覧可。

企画展 「現代陶芸・案内」 茨城県立笠間陶芸大学校開校記念展
９月11日（日）まで

ガイド

コレクション展 「新収蔵品展」
第１展示室：10月10日（月）まで
第２展示室：10月16日（日）まで

季節と日常の折形展 ～伝えたい日本人の心～

※15日は12時から、19日は15時まで
講堂：9月15日（木）～19日（月）9時30分～17時

県天心記念五浦美術館 

●各館の開館時間／9時30分～17時（入館は16時30分まで）
●月曜休館（9月19日（月）は開館、20日（火）は休館）※近代美術館は9月26日（月）～10月7日（金）休館
●満70歳以上の方（健康保険証、運転免許証などを持参してください）、障害者手帳などをお持ちの方と未就学児は入館無料。
●毎週土曜日は、高校生以下は入館無料（春・夏・冬休み期間中は除く）。

美術館・歴史館
博物館の利用案内

（五浦美術館・県立図書館を除く）

催 し 物 ガ イド催 し 物 ガ イド催 し 物 ガ イド

KENPOKU ART 2016
茨城県北芸術祭特別展示
チームラボ 小さき無限に咲く花の、
かそけき今を思うなりけり

※茨城県北芸術祭作品鑑賞パスポートで入館できます。
９月１７日（土）～１１月２０日（日）※期間中無休

チームラボ「Nirvana」2013年

県立図書館
クラシックシアター
9月14日（水）13時30分～15時45分
上映タイトル「逃亡者」

図書館特得講座
「ナイトツアー（読み聞かせ、講話、館内ツアー）」
9月２２日（木）閉館後17時15分～18時45分
※定員20人：9月9日（金）締め切り（先着順）

〈参加費〉無料
水戸市三の丸1-5-38　☎029（221）5569   6０２９（228）3583
■開館時間／火～金：9時～20時　土・日・祝：9時～17時
■９月の休館日（5、12、20、26、27、28、29、30日)

県つくば美術館
第３回土曜講座 「乙女デザイン － 大正イマジュリィの世界」
9月10日（土）13時30分～
イマジュリィとは、装丁・挿絵・絵はがき・ポスター・広告・漫画など大衆的な複製

としての印刷・版画の総称です。アール・ヌーヴォー様式の橋口五葉、アール・デ

コ様式の杉浦非水、竹久夢二の少女趣味の世界など、大衆に絶大な人気を集

めた「かわいい」大正期のデザイン・イラストレーションを紹介します。

講師：花井 久穂（県近代美術館 主任学芸員）
〈参加料〉無料
つくば市吾妻2-8　☎029（856）3711　6０２９（８５６）３358

はしぐち

すぎうら たけひさすいひ じゆめ

ご よう

県近代美術館

〈入館料〉一般980円、高・大生720円、小・中生360円
水戸市千波町東久保666-１　☎029（243）5111　6０２９（２４３）９992

企画展 「乙女デザイン － 大正イマジュリィの世界」
９月25日（日）まで

県自然博物館

〈入館料〉一般740円、高・大生450円、小・中生140円
坂東市大崎700　☎0297（38）2000　60297（38）1999

第66回企画展 「モンゴル・ステップ・大草原  － 花と羊と遊牧民 －」
９月19日（月）まで



次回「ひばり」10月号の新聞折り込みは10月1日（土）です。「ひばり」は各市町村、県出先機関、県内金融機関などに配置しています。

※中学生以下・身体障害者手帳などをご持参の方は無料とな
ります。
※「前売券」は「引換券」であり、期間中に各インフォメーションセン
ター・作品受付で「実券」に引き替えて使用します。
※作品鑑賞パスポートを持たない来場者の方は、個別に作品
を鑑賞するための個別鑑賞券が必要になります。（概略図の
●の施設。ただし、鯨ヶ丘地域は「常陸太田市郷土資料館梅
津会館」のみ）

旧初原
小学校

旧
浅川温泉

旧美和中学校

道の駅 常陸大宮

水府地区松平町休耕地

空き店舗

旧常陸太田市自然休養村
管理センター
パルティホール

常陸太田駅鯨ヶ丘地域

道の駅 
ひたちおおた

常陸多賀
駅前商店街

日立シビック
センター

日立駅日立駅

うのしまヴィラ御岩神社
日鉱記念館
日立市郷土博物館

高戸海岸（前浜・小浜）

六角堂（茨城大学
五浦美術文化
研究所）

県天心記念
五浦美術館

旧富士ケ丘
小学校
旧富士ケ丘
小学校

穂積家住宅

ラジコンポート
（茨城・県北イーグルスRC

フライングクラブ専用飛行場）

竜っちゃん乃湯

竜神大吊橋

旧上岡
小学校

奥久慈清流エリア奥久慈清流エリア 日立駅周辺
エリア

五浦・
高萩海浜
エリア

常陸太田
鯨ヶ丘
エリア

常陸太田
鯨ヶ丘
エリア

袋田の滝
（トンネル）

森林の温泉森林の温泉

奥久慈
茶の里公園

常陸大子駅前商店街
常陸大子駅

（常陸大宮市石沢地区
（ゲームセンター跡地等））
（常陸大宮市石沢地区

（ゲームセンター跡地等））
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旧家和楽
青少年の家

〈 展示会場概略図 〉

いよいよ9月17日（土）からスタート ！！

平成29年4月から放送が始まるNHKの連続テレ
ビ小説・第96作「ひよっこ」。主演の有村架純さん
が、本県北西部出身のヒロインを演じます。
本県が連続テレビ小説の主な舞台になるのは、
今回で2回目。この秋、「KENPOKU ART 2016 
茨城県北芸術祭」も開催される話題の県北地
域へ、ぜひお越しください。

この秋、県北がアツイ！
連続テレビ小説の舞台に

名　称 一　般 学生・65歳以上の方

作品鑑賞
パスポート

前売券
2,000円

当日券
2,500円

前売券
1,000円

当日券
1,500円

ザドック・ベン＝デイヴィッド
≪Blackfield≫2010

旧家和楽青少年の家
や　　わ　　ら

AKI INOMATA
≪Why Not Hand Over a “Shelter”
to Hermit Crabs?≫2009-

うのしまヴィラ

チームラボ
≪小さきものの中にある無限の宇宙に
咲く花々≫2016

県天心記念五浦美術館

旧常陸太田市自然
休養村管理センター

オロン・カッツ
≪A prelude to Artistic Life
Support Vessels≫ 2016 

原高史≪Signs of Memory≫2010　

鯨ヶ丘地域

　茨城県北芸術祭実行委員会事務局（県県北振興課内）
☎０２９（３０１）２７２７　　「茨城県北芸術祭」で検索

※紹介している作品の写真は参考図版であり、
　今回のものとは異なる場合があります。

現在、作品鑑賞パスポートや公式ガイドブックを販売中です。また、参加
アーティストや会場など芸術祭の見どころをホームページでお知らせし
ていますので、ぜひご覧ください。皆さんのお越しをお待ちしています ！


